
ベニヤミン王
お う

だい12しょう

ベニヤミン王
おう

は，ニーファイ人
じん

の正
ただ

しい王
おう

でした。ベニヤミン

王
おう

は，正
ただ

しい人
ひと

たちのたすけをえて，国中
くにじゅう

にへいわをもたら

しました。（モルモンのことば1：17－18）

ベニヤミン王
おう

は年
とし

をとると，ゼラヘムラのたみに話
はなし

をしたいと思
おも

いました。おういをむすこのモーサヤにゆずることを話
はな

しておきた

いと思
おも

ったのです。（モーサヤ1：9－10）

国中
くにじゅう

からたみのかぞくがやって来
き

て，しんでんの近
ちか

くにあつまり

ました。たみは，入
い

り口
ぐち

をしんでんの方
ほう

にむけててんまくをはりま

した。（モーサヤ2：1，5－6）

ベニヤミン王
おう

は，たみによく聞
き

こえるようにとうの上
うえ

に立
た

ちまし

た。（モーサヤ2：7）

そして，次
つぎ

のように話
はな

しました。「わたしはひたすら自分
じ ぶ ん

の力
ちから

で

自分
じ ぶ ん

をささえ，あなたがたのためにつとめてきた。神
かみ

につかえるに

は，たがいにたすけ合
あ

うことである。」（モーサヤ2：14，17）
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「神
かみ

のいましめをまもるように。ちゅうじつにいましめをまもる

ものはこうふくになり，いつか神
かみ

とともにすめるのである」とベニ

ヤミン王
おう

は言
い

いました。（モーサヤ2：41）

「イエス・キリストは，やがてこの地上
ちじょう

にお生
う

まれになる。その

母
はは

の名
な

はマリヤという。」（モーサヤ3：5，8）

さらに王
おう

はこう言
い

いました。「イエスはきせきを行
おこな

われる。びょ

うにんをいやし，しんだものを生
い

きかえらせ，目
め

のふじゆうな人
ひと

を

見
み

えるように，耳
みみ

の聞
き

こえない人
ひと

を聞
き

こえるようにされるであろ

う。」（モーサヤ3：5）

「イエスはぜんじんるいのつみのためにくるしみをうけ，しなれ

るのでくいあらためてイエスをしんじるものは，つみをゆるされ

る。」（モーサヤ3：7，11－12）

「しかし，3日後
か ご

にイエスはよみがえられる。」

（モーサヤ3：10）

「あくにんたちはイエスをむちうって，じゅうじかにかける」と

王
おう

はニーファイ人
じん

に言
い

いました。（モーサヤ3：9）
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ベニヤミン王
おう

の話
はなし

を聞
き

いて，ニーファイのたみは地
ち

にひれふしま

した。たみは自分
じ ぶ ん

たちのつみをかなしみ，くいあらためたいと思
おも

い

ました。（モーサヤ4：1－2）

たみはイエス・キリストをしんじて，つみがゆるされるようにと

いのりました。（モーサヤ4：2）

すると，せいれいが人
ひと

びとの心
こころ

にくだられました。たみは神
かみ

がそ

のつみをゆるしてくださり，自分
じ ぶ ん

たちをあいしてくださっているこ

とを知
し

って，心
こころ

がやすらかになり，よろこびにみたされました。

（モーサヤ4：3）

「神
かみ

をしんじなさい。」ベニヤミン王
おう

は話
はなし

をつづけました。神
かみ

が

ばんぶつをおつくりになったことと，ぜんちぜんのうのお方
かた

であら

れることを，たみに分
わ

かってほしいと思
おも

ったのです。（モーサヤ

4：9）

「へりくだって，毎日
まいにち

いのらなくてはならない。」ベニヤミン王
おう

はたみがつねに神
かみ

をおぼえ，ちゅうじつであることをのぞんでいた

のです。（モーサヤ4：10－11）

ベニヤミン王
おう

は親
おや

たちに，子
こ

どもたちがけんかをしたり，言
い

いあ

らそいをしたりしないようにと話
はな

しました。（モーサヤ4：14）
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子
こ

どもたちには，じゅうじゅんであって，たがいにあいし，たす

け合
あ

うことを教
おし

えるように言
い

いました。（モーサヤ4：15）

また，自分
じ ぶ ん

の思
おも

いと，ことばと，行
おこな

いに気
き

をつけるようにとも教
おし

えました。「しょうがい，ちゅうじつに神
かみ

のいましめをまもらなけ

ればならない。」（モーサヤ4：30）

ベニヤミン王
おう

がいじょうのことばをしんじるかと，たみに聞
き

くと

たみは言
い

いました。「わたしたちは王
おう

のことばをしんじています。

わたしたちはせいれいによってかわりました。もうわるいことはし

たくありません。」（モーサヤ5：1－2）

そして，神
かみ

のいましめをまもることをやくそくしました。ベニヤ

ミン王
おう

はたいへんよろこびました。（モーサヤ5：5－6）

父
ちち

のベニヤミン王
おう

と同
おな

じように，モーサヤも正
ただ

しい王
おう

でした。モ

ーサヤはよくはたらき，たみのためにつとめました。（モーサヤ

6：6－7）

ベニヤミン王
おう

はむすこのモーサヤを新
あたら

しい王
おう

とし，それから3

年後
ね ん ご

になくなりました。（モーサヤ6：3，5）




